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会 議 等 報 告 書 

１ 会議等名 糸島市地域公共交通会議（第２９回） 

２ 開催日時 令和２年１２月２２日（火）  １５時００分 ～ １６時１５分  

３ 開催場所 糸島市役所 本館３階 庁議室 

４ 出席者 別紙のとおり 

５ 協議事項 

 

報告（１）「よかまちみらいプロジェクト」の概要説明 

●運行事業者より説明。（別紙資料） 

株式会社 SEED ホールディングス（昭和グループ）を中心に主体企業とともに、コンソ

ーシアムを 10月５日に発足し、「よかまちみらいプロジェクト」を立ち上げました。糸島

半島は、北部観光エリアは観光地間の周遊性が低く、九大・九大学研都市エリアは、九大

関係者の移動課題、南部高齢者エリアは、高齢化かつバス本数が少ないなどの移動課題が

あり、糸島半島は交通課題の縮図として、交通課題解決のためにモデル地域にしたいと考

え、今回プロジェクトが立ち上げられた。 

主な事業として、オンデマンドバスや小型ＥＶシェアリング、レンタサイクル、i-ROAD、

my route、九大連携などの各種事業展開を考えている。 

●事務局より、補足説明。 

i-ROADはシェアオフィスSALTを拠点にパーソナルモビリティとワーケーションの取組

が 10 月 16 日より実証実験が始まっており、九大学内カーシェアも、11 月６日より５台

の車両が設置され、実証が始まっています。小型 EV についても曽根公民館、加布里コミ

セン等において、体験会等を開催し、プロモーションが進められているところです。 

 

協議（１）オンデマンドバスの実証運行について 

●事務局より、オンデマンドバスの実証運行について提案（別紙資料 P１～P２、別紙） 

 運行事業者から補足説明。 

・今回の実証運行に伴う、地元説明等はどの様に行っているか。また、会員登録は、実証

運行から必要になるのか（委員） 

➤まず初めに、夏ごろに対象地域の代表者（自治会長）に説明し、了承いただいたのちに、

校区へ説明。今月６日と 12 日に曽根・三雲両地域の役員会において説明を行った。地域

への説明会を年明けに少人数単位で開催したいと考えているが、コロナの状況を十分考慮

しながらと考えている。これまでも、チラシ等を地域内において回覧していただくことで、

周知を図っている。 

会員登録については、配車システムを利用するため、実証運行段階から登録をお願いし

たいと考えている。（運行事業者） 

・資料的に横文字が多く、周知の際に理解されにくいと思われる。かみ砕いた表現を用い

た方がよい。（委員） 

➤説明会等周知の際には、わかりやすい表現を用いて対応させていただきます。（事務局） 

・バス停は、国道沿いに設置の場所はあるか。設置予定であれば、国道事務所と事前協議

を。（委員） 
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５ 協議事項 ➤現在予定箇所は、私有地等への設置を考えており、国道沿いへの設置は予定していませ

んが、設置を検討する際には、事前に相談させていただきます。（運行事業者） 

・２点確認したいのですが、運行は何台で予定していますか。また、乗れない場合の対応

等はどの様に考えていますか。（委員） 

➤実証運行中は、１台で運行し、予備車を１台準備しています。コミュニティバスの日中

の利用状況を加味すると、１台当たり乗車定員の８人を超えることはないと思われます。 

しかしながら、１台運行なので、ご都合に合わない場合等が出てくると思う。その際は、

違う時間帯をご案内する等の対応をしたい。 

実証運行を踏まえて、本格運行時に車両を増やす等の対応も検討したいと考えている。（運

行事業者） 

・実証運行は、本格運行に向けてのならし運行という位置づけか。バス停は、実証を受け

て増えることもあるのか。（委員） 

➤本格運行前に実証運行を行うことで、利用者からいろいろなご意見をいただき、課題等

も見えてくると思う。課題を改善し、本格運行につなげていきたいと考えている。 

 バス停についても利用者の意見から、新たに設置することも想定はしている。（事務局） 

 

（原案どおり承認） 

 

協議（２）井原山線のバス停新設について 

●事務局より説明。（別紙資料 P３～P５） 

井原山線のバス停新設について、当初審議案件として予定していたが、一部調整が整っ

ていない点があるため、報告として説明。 

 

（質疑等なし。次回以降に再提案） 

 

協議（３）野北線のバス停移設および新設について 

●事務局より説明。（別紙資料 P６～P７） 

野北線のバス停移設および新設について、既存の吉田バス停（上り）を移設し、吉田バ

ス停（下り）を新設することにより、安全運行の確保と「いと・しま号」停留による利便

性向上を図ることを提案。 

 

（質疑等なし。原案どおり承認） 

 

協議（４）令和２年度地域公共交通確保維持改善事業 事業評価について 

●事務局より説明。（別紙資料 P８～P13） 

地域内フィーダー系統（白糸線、曽根線、九大線など 11 路線）に関する事業（国庫補

助金）についての事業評価となる。 

路線ごとに、事業評価を行っており、例えば白糸線についてですが、事業実施の適切性

については、特にバス利用促進協議会の開催により、沿線住民への情報提供、利用啓発、

意見の吸い上げ等を予定していましたが、コロナウイルスの関係から、一部地域の協議会

しか開催できてないことから、評価をＢとしている。「雷山線」も同様。 
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５ 協議事項 目標・効果達成状況については、曽根線[有田経由]はＢ評価になっているが、その他路

線は、収支率が目標を大幅に下回りＣ評価となっている。 

営業費用等の面では、一部路線九大線及び前原今宿線を除いては、前年並みもしくは経

費が削減されているが、収益の面では、コロナウイルスの影響で利用者数が大幅に減少し、

付随して収益も減少したことから、収支率が下がった最大の要因となる。 

コロナ影響前の 10月から３月までは前年比 80％～99％の乗車率で、原因としては、筑

肥線への新駅設置と九大関係者の定住等に伴う自転車等通学など、移動手段のシフトが挙

げられる。コロナ発生の影響は３月より出始め、３月は路線合計で前年比 80％、４月か

ら９月は、路線合計で 34％～75％の乗車率となっている。九大線は九州大学の休校によ

る影響が甚大で、４月 21％、５月 12％となっている。 

令和２年度は、コロナウイルスの影響により大幅に収支率が悪化したとはいえ、コロナ

以外の要因もあり、今後の課題としては、コロナ以外の要因の部分での課題改善として、

ルート・ダイヤの見直し等は継続実施し、新たな交通手段の活用等を検討していくことに

より、利用者の増加、収支率の向上を図りたいと考えている。 

事業評価はご承認いただいた後に、運輸支局へ提出することになるが、提出後に軽微な

修正指示等の可能性もありますので、その点も含めてご承認をお願いしたい。（事務局） 

・目標・効果の達成状況について、収支率が著しく低いのは、明らかにコロナの影響によ

るものであり、評価を緩和することはできないものか。（委員） 

➤今年度に関しては、コロナの影響を考慮し、補助金の交付要件は緩和されている。 

事業評価の内容については、自己評価として、コロナ以外の要因も踏まえて、記載をお願

いしているところである。（福岡運輸支局） 

 

（原案どおり承認。軽微な修正等は会長一任について承認。） 

 

議案（５）その他 

追加提案①：臨時バスの運行について 

●運行業者より説明。（別紙資料） 

白糸酒造の蔵開きが毎年２月と４月に行われている。既存のバス路線として、白糸線が

通っているが、例年、たくさんのお客様が利用されるため、臨時便を運行しているが、満

員となり、次の便の利用をお願いすることもある。また、生活利用者にもご迷惑をお掛け

している。 

例年、前原駅南口からの運行であったが、今年度は、白糸線と区分するために前原駅北口

から本区のバス停まで直行便を運行することをご提案させていただきたい。 

KBC オーガスタなどの時も、前原駅北口から運行している。 

台数としては、利用者の状況と密回避を考慮しながら、１便あたり１台～５台で運行予定。 

◆（会長）飲酒運転禁止のためにも公共交通を利用してもらうということで、臨時便があ

ることはとてもよいことだと思う。委員の皆様はおかれましても、２月と４月に臨時便を

出すことにご了承いただけますでしょうか。 

 

（質疑等なし。原案どおり承認） 
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５ 協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加提案②：「my route」におけるデジタル乗車券について（別紙資料） 

●運行業者より説明。 

 「よかまちみらいプロジェクト」における取組の一つとして、国土交通省の日本版 MaaS

事業の採択を受け「my route」事業を進めている。「my route」は、最寄りでは、福岡市

でも導入されており、全国的にも拡大している。特徴としては、ルート検索や予約決裁、

イベント情報の提供などがアプリで行えます。サービス開始は、２月５日からを予定。 

 今回、アプリにおいて、２種類のデジタル乗車券を販売したい。対象路線にコミュニ

ティバス路線等糸島管内路線が含まれることから、協議会案件として提案したい。 

 なお、料金については、最終的な社内稟議はまだであるが、大きく金額が変わらない

と思う。変更があっても１００円程度。若干流動的な部分は残るが、その点も踏まえて、

ご承認いただきたい。 

●事務局より、補足説明。 

 今回、運行事業者より提案のとおり、コミュニティバス路線等を対象にした、デジタ

ル乗車券の販売を予定されています。販売金額については、流動的な分もありますがそ

れも踏まえて、販売金額（社内決定額）、対象路線等について、ご承認をお願いしたい。 

 

（質疑等なし。販売金額の未決定分も含め、承認） 

 

追加報告①：安全性確保対策が必要なバス停留所について 

●運行事業者より説明。（資料なし） 

 九州運輸局より、糸島管内に改善が必要なバス停があると、ご指摘を受けている。 

 九州運輸局の方で、12月 25 日にＨＰにアップされる。ご指摘を受けたバス停について

は、今後関係機関と協議をさせていただきながら改善したいと考えている。 

●事務局より、補足説明。 

 今回、公表前と言うことで場所まではお伝え出来ないが、糸島管内で７か所のご指摘

をいただいている。公表後は、状況も含めて、今後の会議において改めてご報告したい。 

 

（質疑等なし。） 

 

◆（会長）改善にあたっては、関係機関各所の協力なしには改善できない箇所もあると

思いますので、ご協力をお願いいたします。 

 

その他 

◆（会長）その他何かありますか。 

●（事務局）ＪＲのダイヤ改正が予定されているため、コミュニティバス等も改正が必

要になると思われる。本年度内に会議を開催させていただきたい。２月 17 日、18 日の午

前中からの開催を提案したい。みなさんの都合はいかがか。 

（２月 18 日 10 時から開催することで決定） 

 

◆（会長）その他何もなければ、以上を持って、第 29 回の糸島市地域公共交通会議を終

了する。 

（終了） 
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６ 決定事項 ・オンデマンドバスの実証運行について承認 

・野北線のバス停移設および新設について承認 

・令和２年度地域公共交通確保維持改善事業 事業評価について承認。 

※軽微な修正については会長に一任。 

・臨時バスの運行について承認 

・「my route」におけるデジタル乗車券について承認。 

 ※販売金額は社内決定金額での承認 

・次回の会議は、令和３年２月 18日 10 時から開催する。 

 

７ 懸案事項 ・安全性確保対策が必要なバス停留所は、対象箇所を次回報告。 

 

 



糸島市地域公共交通会議【第２９回】

令和２年１２月２２日（火）１５時～ 

糸島市役所 本館３階 庁議室 

● 委員出欠

１ 会長あいさつ 

２ 経過報告 

よかまちみらいプロジェクトについて（別紙Ａ３カラー両面） 

３ 協  議 

（１）オンデマンドバスの実証運行について （P１～２、別紙）

（２）井原山線のバス停新設について（P３～５）

１）瑞梅寺入口バス停

２）辰ケ橋入口バス停

（３）野北線のバス停移設および新設について（P６～７）

１）吉田バス停

（４）令和２年度地域公共交通確保維持改善事業 事業評価について（P８～１３） 

（５）その他

以下会議当日、追加案件

【提案】臨時バスの運行について 

 【提案】「my route」におけるデジタル乗車券 

 【報告】安全性確保対策が必要なバス停留所について 

◆次回会議： 月 日（  ） ：  ～ 

（予定案件） 

・令和３年４月ダイヤ改正 他



糸島市地域公共交通会議委員名簿（敬称略）

氏　　名 所　属　・　役　職 規程　第３条 出欠、代理出席

会長 井上　義浩 糸島市　企画部長 市長が特に必要と認める者 ○

副会長 柚木　利道 糸島市行政区長会　会長 市民代表 ○

委員 黒田　正直
昭和自動車株式会社
自動車事業本部乗合事業部　部長

一般乗合旅客自動車
運送事業者

○

委員 森田　秀規
昭和自動車株式会社
タクシー事業部　福岡西部事業所　所長

一般旅客自動車
運送事業者

○

委員 森川　直行
一般社団法人　福岡市タクシー協会
専務理事

旅客自動車運送事業者
の団体

○

委員 緒方　亮輔
九州旅客鉄道株式会社　筑前前原駅
駅長

市長が特に必要と認める者 ○

委員 三宅　瑞穂
糸島市シニアクラブ連合会
女性部長

市民代表 ○

委員 田中　三香子
糸島市男女共同参画推進連絡会議
代表（まえばる女性ネットワーク会長）

市民代表 ○

委員 原　数政
九州運輸局
福岡運輸支局長

九州運輸局長又は
その指名する者

代理出席
安永　順子
（首席運輸企画専門官）

委員 和田　誠
昭和自動車株式会社
労働組合　執行委員

一般旅客自動車運送事業者の
事業用自動車の運転者が組織
する団体

○

委員 大枝　良直
九州大学大学院　工学研究院
環境社会部門　准教授

学識経験を有する者 ○

委員 河野　健之
福岡県　企画・地域振興部
交通政策課　交通総務係長

市長が特に必要と認める者
代理出席
石橋　佳恵
（交通政策課 主事）

委員 中山　圭三
福岡県　糸島警察署
交通管理官

糸島警察署長又は
その指名する者

○

委員 櫛間　嘉徳
福岡国道事務所
福岡西維持出張所長

市内に存する道路の道路管
理者又はその指名する者 ○

委員 和田　和志
福岡県福岡県土整備事務所
前原支所　庶務課長

市内に存する道路の道路管
理者又はその指名する者 ○

委員 田中　俊博
糸島市　建設都市部
建設課長

市内に存する道路の道路管
理者又はその指名する者 ○

委員 佐藤　暢明
糸島市　建設都市部
都市計画課長

市長が特に必要と認める者 ○

＜任期＞　令和2年4月1日～令和4年3月31日

＜オブザーバー＞

白津　重範 昭和自動車乗合事業部 課長代理

関屋  隆太郎  九州運輸局福岡運輸支局 運輸企画専門官

時津　直 　 福岡県企画・地域振興部交通政策課交通企画係 事務主査

＜事務局＞

波多江　修士

木浦　和浩

千代反田　崇

第29回糸島市地域公共交通会議　令和２年１２月２２日開催

糸島市　企画部　地域振興課長

糸島市　企画部　地域振興課　課長補佐兼公共交通係長

糸島市　企画部　地域振興課　公共交通係　主幹



Yokamachi Mirai Project ～移動サービスで北部九州を未来へ繋がるよかまちへ～ の概要について

1．Yokamachi Mirai Project の基本理念

■プロジェクトの趣旨

①
北部九州におけるトヨタ事業・バス・タクシー事業等の移動サービスを展開する
昭和グループを中心に地域のお役立ち・活性化に資するプロジェクトをスタート。
移動サービスを通じて未来へ繋がるまちづくり（＝よかまち）を目指す。

②
上記の志を同じくする企業・団体と共にコンソーシアムを結成。相互に連携しつつも
自主自立的にサービス企画開発・提供をし、地域の魅力向上に貢献する。
サービス対象地域に拠点を置くエリアパートナー企業の支援を受けプロジェクトを推進する。

③
サービス提供・実証においては、行政・大学等のサポート/協力をいただき、
「公益性」も担保しながら推進する。

3．糸島半島においてプロジェクトで目指す世界

4．プロジェクトの推進体制

2020年8月
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⇒同じ志をもった仲間と手を組み、まずは糸島半島で実践

※なぜ糸島半島でスタートするのか？

①糸島半島は日本の交通課題の縮図（詳細は下記）
②昭和グループとの親和性が高い（昭和バス運行・トヨタ販売店が集積）

移動
サービス

連携
サービス

移動サービス提供に加え、関係各社と連携し
地域全体の活性化・魅力向上に貢献できる
未来を見据えたサービスの提供

Ⓑ
九州大学学研都市圏での
柔軟でシームレスな移動の実現と
産学連携によるMaaS研究

Ⓐ
観光資源の価値を最大化し
地元経済の活性化につながる
インフラ・仕掛けづくり

Ⓒ
高齢者や移動困難者の
生活の質を上げる
利便性の高い移動の提供

2．糸島半島のモビリティ上の特徴と課題

公
共
交
通
が
不
便

共通
課題

Ⓐ北部観光エリア
・観光資源が豊富で観光客は年々増加傾向
・車以外の移動手段が乏しい
・ピーク時は道路・駐車場が渋滞

⇒点在する観光地間の周遊性が低いため、
観光地全体の活性化に繋がりにくい

Ⓑ九州大学・九大学研都市エリア
・キャンパス集約により約2万人の九大関係者が
集うが、通勤・通学手段が限定的
・単一のキャンパスでは日本一の敷地の広さ
・キャンパスを利用した新技術等の実証にニーズ

⇒九大関係者が移動に関して不満や不便さ
を感じている
産学連携によるMaaS研究に期待がある

Ⓒ南部高齢化進行エリア
・高齢化が特に進む地域（高齢化率35％）
・田畑が広がり、居住地が点在
・バスの本数が少なく、移動を車に依存した地域

⇒運転に不安を抱える高齢者が移動難民と

なっている

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

糸島半島は交通課題における日本の縮図であり、
自治体・関連会社・昭和グループ一体となり課題解決に取組むことで

糸島半島を日本に誇れるモデル地域にしたい

コンソーシアムに関しては2020年10月5日(月)にキックオフ式および記者発表会(リリース)を予定

地
域
住
民
・
観
光
客
・
九
大
関
係
者

サ
ー
ビ
ス
提
供

＊主体企業殿は月1万円、エリアパートナー企業殿は月5千円の広告宣伝費にご協力をお願いします

Yokamachi Mirai Project コンソーシアム
主体企業殿＋ｴﾘｱﾊﾟｰﾄﾅｰ企業殿で構成（8月21日時点、敬称略、五十音順に記載）

リーダー：金子直幹 事務局：SEED モビリティ事業推進室

主体企業*

移動サービスや
連携サービスの
企画開発・提供

エリアパートナー企業*

サービス対象地域
における取組み支援
(第1弾は糸島半島)

活動支援・連携

・行政（福岡市・糸島市・福岡県） ・教育機関（九州大学）
・糸島市商工会 ・糸島市観光協会 ・糸島農業協同組合
・OPACK（九州大学学術研究都市推進機構）
・ﾄﾖﾀ自動車 ・ﾄﾖﾀﾓﾋﾞﾘﾃｨﾊﾟｰﾂ ・ﾄﾖﾀ･ﾓﾋﾞﾘﾃｨ基金 ・ｱｲｼﾝ精機

ｲｵﾝ九州、岩田屋三越、嘉穂無線ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、へいせい

【ご参加ご検討中の企業】
大賀薬局、KDDI

プロジェクト
パートナー

昭和自動車、昭和ﾌｰﾄﾞ、ｿｱｰ、ﾄﾖﾀL&F福岡、ﾄﾖﾀｶﾛｰﾗ福岡、
ﾄﾖﾀﾚﾝﾀﾘｰｽ佐賀、ﾄﾖﾀﾚﾝﾀﾘｰｽ福岡、西九州ﾄﾖﾀ、ﾈｯﾂﾄﾖﾀ佐賀、
ﾈｯﾂﾄﾖﾀ福岡、福岡ﾄﾖﾀ、福岡ﾄﾖﾍﾟｯﾄ

あいおいﾆｯｾｲ同和損保、akippa、近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ九州、
佐賀銀行、JTB、損害保険ｼﾞｬﾊﾟﾝ、大日本印刷、ﾃﾞﾙﾌｨｽ、
ﾃﾞﾝｿｰｿﾘｭｰｼｮﾝ、電通、東京海上、トヨタ自動車九州、
ﾄﾖﾀﾌｧｲﾅﾝｽ、西日本ｼﾃｨ銀行、博報堂、
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ、福岡銀行、三井住友海上

昭和グループ



5．糸島半島における実施検討事項案（20年6月末時点、社名は敬称略）

サービス/連携テーマ 事業主体 内容

移
動
サ
ー
ビ
ス

①オンデマンドバス 昭和自動車
チョイソコのサポートとMONETの配車システムを融合させたサービスを
構築し、糸島南部の曽根・三雲地区でスタート。
⇒高齢者や移動困難者の移動の質の向上。

②小型EVシェア 福岡トヨタ
糸島南部に新小型EVを3台設置し、シェアリング事業実施。
⇒パーソナルモビリティ(PMV)拡販に向けた知見の獲得。

③カーシェア
昭和G車両販売店・
レンタリース店

グループ共同告知や設置場所(独立ステーション、マンション・コンビ
ニ・ドコモと連携)等を検討中。

④レンタルサイクル
(電動)

トヨタレンタリース福岡
R福岡 伊都店：九大生通学向けに導入。
※九大生学割として500円/日で提供(通常1500円/日)
R福岡 前原店：観光客向けに導入。

⑤i-ROAD

近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ
Smart Design
Association
トヨタ自動車

新型コロナによる働き方改革で今後需要が見込まれる
ワーケーションの拡大に則した観光パッケージの提供。
今宿のシェアオフィス(SALT)を起点にi-ROAD/コムス貸出。

⑥my route SEED/昭和自動車
上記の移動サービスのつなぎこみ(西鉄やakippaと連携)。
昭和バスデジタルチケット(糸島周遊券)の販売。
※日本版MaaS推進・支援事業（国土交通省）採択済み

⑦
九
大
連
携

学内カーシェア
トヨタレンタリース福岡
トヨタ自動車

学内にカーシェアを設置し、利用料金無償⇒有償実証による
学生の利用ニーズ実証を検討中。また、においセンサーを
活用した車内清潔度の測定実証や、CANデータを活用した
安全運転診断を検討中。

サイネージ実証 博報堂 ｻｲﾈｰｼﾞを活用した人流・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ実証・ﾓﾋﾞﾘﾃｨと連動した実証。

情報PF連携
オンデマンド交通

検討中

九大⇔学研都市駅間のオンデマンドバス(時期検討中)と、
学内オンデマンドバス(aimo)との情報連携。
⇒移動困難者に対する学内研究。

燃料電池バス 燃料電池バスの運行で環境負荷低減。運行データを研究に活用。

EV自動配回送 自動回送技術(開発中)の学内敷地内実証。

自動運転シャトル トヨタ自動車九州工場内でのマルチタスク共同実証。

連
携
サ
ー
ビ
ス

観光振興

JTB、
大日本印刷、
博報堂

3社連携した観光盛り上げ策を検討中。

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑ
ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

Smart Town Walkerによる観光スポットの自動音声案内。
顔認証システムを活用したオンデマンド・カーシェア決済の検討。

交通安全
あいおいニッセイ
同和損保

コネクティッドデータの活用。
テレマティクスタグを活用した安全運転の促進と警察への情報提供。

データ活用 三井住友海上 RisTechを活用したビッグデータからのリスク分析。

災害時協力
損保ジャパン

災害時の電源確保のため給電車両の派遣。
防災・減災分野での各社連携の事務局。

電通／JTB 連携方法を検討中。

地元企業・団体支援 東京海上
自社ビルでの社内向け物産展の開催による地域活性化。
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応のためのｾﾐﾅｰ開催による外国人誘致支援。

産学連携 トヨタ自動車九州 九大学生・ゼミと連携した小型EVやシェアリングに関する研究。

2020年8月
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6．サービス開始のスケジュール（20年6月末時点）

年 2020 2021

月 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12

①ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄ
ﾊﾞｽ

②小型EV
ｼｪｱ

④ﾚﾝﾀﾙｻｲｸﾙ

⑤i-ROAD

⑥my route

⑦九大学内
ｶｰｼｪｱ

コムス無償トライアル 新小型EV無償トライアル 新小型EV有償運用開始

20年10月：トヨタレンタリース福岡 伊都店にて運用開始
20年12月：トヨタレンタリース福岡 前原店にて運用開始

運用開始

10月以降の運用開始（詳細は検討中）

有償実証

糸島半島における移動サービスの取組みの全体像（20年6月末時点）

①

②

④

⑥

無償実証

実証

⑤

④

PMVビジネスモデル検討

③

本格運行開始

運用開始を予定(詳細は検討中)



（１） オンデマンドバスの実証運行について

１．内容 

コミュニティバスの課題※解決に向け、新たな交通手段として、会員制の乗合バス

（オンデマンドバス）を市内の一部地域（区域運行）において実証運行を行うことに

より、有効性を確認し、本格運行へとつなげていく。 

※主な課題

・利用者が減少し、便数が少ない

・バス停までの距離が遠い  など 

２．名称 

チョイソコよかまちみらい号

３．対象エリア 

  曽根・三雲エリア及び国道２０２号線沿い 

４．バス停設置場所 

  別添資料【停留所ＭＡＰ】参照 

５．乗車運賃 

無償トライアル期間：無料 

有償トライアル期間：２００円/１乗車 ※小児、乳幼児、障がい者割引あり

６．運行時間帯等 

平日 ９時から１６時 

７．実施時期 

令和３年３月１日（木）より 

無償トライアル期間：令和３年３月１日～令和３年４月３０日 

有償トライアル期間：令和３年５月１日～令和３年９月３０日 

８．その他 

・別紙）曽根・三雲地区の皆様へ新しい交通サービスのご提案

・別紙参考資料）事業計画変更認可申請書（案）、運賃（料金）設定届出書（案）

1



試験運行中
057-00-81194

健康増進のための
乗り合い送迎サービス

試験運行中 057-00-81194お問合せ
ハイ､イクヨ

健康増進のための
乗り合い送迎サービス

健康増進のための
乗り合い送迎サービス

試験運行中 057-00-81194お問合せ
ハイ､イクヨ

グリーン

1,880ｍｍ

2,
10
0ｍ
ｍ

4,840ｍｍ

ドア開閉は運転手にお任せください

お問い合わせ

ベース車両写真

本デザインは車両実測を元にしていませんので、
実施製作される際は、必ず車両実測の上、
改めてデータ制作をしていただき施工願います。

お問い合わせ・資料請求

チョイソコ車両ラッピングデザイン_よかまちみらい号_グリーン
2020 . 1 2 .

昭和自動車(株)

昭和自動車(株)

☎000 - 0 0 - 0 0 0 0

2
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別紙参考資料 

協議事項（１） オンデマンドバスの実証運行について 

・事業計画変更認可申請書（案）Ｐ1～8

・運賃（料金）設定届出書（案）Ｐ9～10

オンデマンドバス実証運行別紙参考資料



昭乗 ２ 第 ４９号 

令和３年 月   日 

九州運輸局長 殿 

〒847－0075 

住 所 佐賀県唐津市千代田町 2565 番地の 5 

氏名又は名称 昭和自動車株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 金 子 隆 晴  

 連絡先ＴＥＬ 0955-74-1114 

一般乗合旅客自動車運送事業の事業計画変更認可申請書 

 今般、下記のとおり一般乗合旅客自動車運送事業の事業計画変更（営業区域の変更）を行いたく、

道路運送法第 15 条及び同法施行規則第 14 条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

  記 

１．住所及び名称並びに代表者名 

住    所  佐賀県唐津市千代田町 2565 番地の 5 

氏名又は名称  昭和自動車株式会社 

代 表 者 名   代表取締役社長 金 子 隆 晴 

２．事業の種別 

 一般乗合旅客自動車運送事業（区域運行） 

３．事業計画 

別紙１のとおり 

４．変更を必要とする理由 

令和 2 年１２月２２日に開催された糸島市地域公共交通会議おいて合意されたため 

５．実施予定日 

 令和３年３月 1 日 

事業計画変更認可申請書（案） 

オンデマンドバス実証運行別紙参考資料P1



別 紙１ 

事 業 計 画 

１．運行の態様 

タクシー事業部福岡西部事業所

路線不定期運行、区域運行

２．営業区域 

チョイソコよかまちみらい号（曽根・三雲）

営業区域：福岡県糸島市曽根・三雲地区及び国道２０２号線沿線

営業所設置の有無：糸島市 有

３．主たる事務所及び営業所の名称及び位置 

主たる事務所（乗用事業と併用、変更なし） 

名  称 位 置 

本社 事務所 佐賀県唐津市千代田町2565番地の5 

名  称 位 置 

タクシー事業部福岡西部事業所 福岡県糸島市潤１３０９－１丁目,310-1,320-1,320-2 

４．営業所ごとに配置する事業用自動車の数並びにその常用車及び予備車の数 

営業所名 

路線定期運行 路線不定期運行 区域運行 
合計 

常用車数 予備車数 小計 事業用自動車数 

タクシー事業部

福岡西部事業所
18（0） 2（1） 20（1） 0（0） 2（2） 22（3） 

計 18（0） 2（1） 20（1）    0（0）  2（2）  2２（3） 

  （ ）内は乗車定員１１人未満の車両数（内訳） 

※他事業（乗用）との併用：有

※運行態様間の車両併用があるため、合計は実数を記載

５．自動車車庫の位置及び収容能力（乗用事業と併用） 

営業所名 位 置 収容能力 余裕面積 

タクシー事業部

福岡西部事業所車庫 
福岡県糸島市潤 

１３０９－１丁目,310-1,320-1,320-2 

666㎡ 285.95㎡ 

６．運送の区間 
チョイソコよかまちみらい号（曽根・三雲）
福岡県糸島市曽根・三雲地区及び国道 202 号線沿線
糸島市地域公共交通会議で合意された乗降場所

オンデマンドバス実証運行別紙参考資料P2



７．発地の発車時刻若しくは着地の到着時刻又は運行間隔時間、事前予約方法その他 

（1） 発地の発車時刻及び予約方法並びに運行日

平日 9 時から 16 時 

予約時間：電話予約 平日 8：3０から１６：００迄 

アプリ  24 時間 
（2） 乗降場所

福岡県糸島市曽根・三雲地区及び国道 202 号線沿線

（3） 利用者の範囲
原則福岡県糸島市曽根・三雲地区の行政区の住民とする。 
但し、糸島市民もしくは他の利用者も可とする。 

（4）利用者の登録
・利用者はあらかじめ、氏名、住所、電話番号などを登録する
・登録窓口：アイシン精機株式会社チョイソコセンター

（愛知県刈谷市相生町 1 丁目 1 番地１アドバンス・スクエア刈谷 8F） 
（５）予約方法

・アイシン精機株式会社チョイソコセンターに電話にて予約（０５７-00-15410）
・携帯アプリ

（添付書類） 
（1）道路運送法第 9 条第 4 項及び同法施行規則第 9 条第 2 項に掲げる協議が調っていることの

証明書（別紙２）
（2）運行管理体制図（別紙３）
（3）車両明細書（別紙４）
（4）自動車検査証（写し）（別紙５）
（5）宣誓書（別紙６）

オンデマンドバス実証運行別紙参考資料P3



・運行管理等の体制【省略】
・役員等名簿【省略】
・譲渡証明書（写）【省略】
・完成検査終了証（写）【省略】
・自動車検査証（写）【省略】
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九州運輸局長 殿 

宣  誓  書

１．道路運送法第７条各号の欠格事由に該当しておりません。 

２．平成１３年１２月２５日付け九州運輸局長公示「一般乗合旅客自動車運送事業の許可及 

び認可等の申請に関する審査基準」の１．（９）③に抵触しておりません。 

３．自動車運転代行の業務の適正化に関する法律に基づく、申請日前２年間及び申請日以降 

に営業の停止命令、認定の取消し及び営業の廃止命令の処分を受けておりません。 

上記に相違ないことを宣誓いたします。 

令和３年 月  日 

 住  所  佐賀県唐津市千代田町 2565 番地 5 

名  称  昭和自動車株式会社 

代表者氏名 代表取締役社長 金 子 隆 晴 
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昭乗2 第  50号 

令和３年 月 日 

九州運輸局長 殿 

〒847－0075 

住 所 佐賀県唐津市千代田町2565番地の 5 

氏名又は名称 昭和自動車株式会社 

代表者名 代表取締役社長 金 子 隆 晴  

 連絡先ＴＥＬ 0955-73-4624 

一般乗合旅客自動車運送事業の運賃（料金）設定届出書 

 このたび、一般乗合旅客自動車運送事業の運賃（料金）を設定したいので、道路運送法第９条及び

同法施行規則第９条の規定に基づいて下記のとおり届出いたします。 

  記 

１．氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名 

住    所  佐賀県唐津市千代田町 2565 番地の 5 

氏名又は名称  昭和自動車株式会社 

代表者名  代表取締役社長 金 子 隆 晴 

２．設定しようとする運賃（料金）を適用する営業区域 

別紙のとおり 

３．設定又は変更しようとする運賃（料金）の種類、額及び適用方法 

別紙のとおり 

４．適用する期間又は区間その他の条件を付す場合には、その条件 

別紙のとおり 

５．実施予定日 

   令和３年３月1日 

６．変更しようとする理由 

令和 2年１２月２２日に開催された糸島市公共交通会議において合意されたため 

運賃（料金）設定届出書（案） 
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【別　紙】

項　　目

2.運賃及び料金の種類

額及び適用方法

令和３年３月１日～４月３０日 令和３年５月１日～９月３０日

　1人1乗車につき　無料 　1人1乗車につき　200円（現金のみ）

　1人1乗車につき　無料 　1人1乗車につき　100円（現金のみ）

　1人1乗車につき　無料 ①保護者同伴に限り乳幼児は無料

②幼児の単独乗車は小児料金

　＊運賃は１乗車あたり（片道）の乗車運賃

　＊エリアは、福岡県糸島市曽根、三雲地区及び国道２０２号線沿線

　＊公共的割引

①障碍者・児（18歳まで）及び要介護1以上の方については、身体障碍者手帳、療育手帳、

精神障碍者保健福祉手帳、介護保険被保険者証を提示することで半額

②障碍者・児等の付添いの方１名につき半額

　＊公共的割引令和３年５月１日～９月３０日

現金のみ（乗車券、回数券、定期券は利用不可）

運　　賃

事業計画表　〔一般乗合旅客自動車運送事業(区域運行) 〕福岡県

チョイソコよかまちみらい号（曽根・三雲）1.運送の区間

チョイソコよかまちみらい号（曽根・三雲）

　大人（中学生以上）　同一エリア内運行

　小児（小学生）　同一エリア内運行

　　0歳以上6歳まで。ただし、小学生を除く。

　乳幼児

区分
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（２） 井原山線のバス停新設について

１．新設するバス停名 

１）瑞梅寺入口バス停（下り）

２）辰ケ橋入口バス停（上り）

２．理由 

 前後のバス停間の距離が離れており（500ｍ以上）、バス停設置位置近くの住民の利

便性を向上させるため（※瑞梅寺行政区からの要望あり）。 

３．バス停設置位置 

  別添資料参照。 

４．実施時期 

令和３年４月１日（木）より 

3



【瑞梅寺入口】新規バス停留所標識設置　位置図

位置：福岡県糸島市瑞梅寺1582-8地先

新設バス停位置

新設バス停位置

井原バス停（既設）

瑞梅寺バス停（既設）
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【辰ケ橋入口】新規バス停留所標識設置　位置図

位置：福岡県糸島市瑞梅寺1268-1地先

新設バス停位置

新設バス停位置

辰ケ橋バス停（既設）

新設バス停（瑞梅寺入口）位置

瑞梅寺バス停（既設）
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（３） 野北線のバス停移設および新設について

１．移設するバス停名 

１）吉田バス停（上り）

２．新設するバス停名 

１）吉田バス停（下り）

３．理由 

 既存のバス停は、カーブに係る場所に位置し、乗降時に後続車等が追い越す際に見

通しが悪く、事故発生の危険性が高いため。 

また、移設等と併せて、地元要望の多い高速バス「いと・しま号」の停留所として

も予定しており、乗降回数が増加する。 

４．バス停設置位置 

  別添資料参照。 

５．実施時期 

令和３年４月１日（木）より 
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【吉田】新規バス停留所標識設置　位置図

位置：福岡県糸島市志摩吉田1640-2地先

新設バス停位置

移設バス停位置

移設バス停位置

新設バス停位置

既存吉田バス停位置

7



（４）令和２年度地域公共交通確保維持改善事業

事業評価について

１．事業評価とは 

  協議会が、生活交通ネットワーク計画に位置付けられた補助対象事業について、事

業の実施状況の確認、目標達成状況等の評価を行うことによって、補助対象事業がよ

り効果的、効率的に推進されることを目的としており、補助金の交付を受けようとす

る会計年度の１月末までに、地方運輸局等に報告するとともに、公表することとなっ

ている。 

参考）地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第３条第５項 

地域公共交通確保維持改善事業実施要領７． 

２．対象計画 

生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画） 

※第 28 回地域公共交通会議にて承認

３．評価対象事業 

  地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金） 

４．対象事業年度 

  R１.１０.１～R２.９.３０（令和２年度） 

５．評価項目等 

○前回の事業評価結果の反映状況

○事業実施の適切性

○目標・効果達成状況

○事業の今後の改善点

６．報告物 

  別添１ 別添１－２ ポンチ絵 
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別添１

令和３年〇月〇日

協議会名： 糸島市地域公共交通会議

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

Ｃ

目標収支率33%以上に対し
て、20%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
減少しており、利用者数が
コロナ過前は10％減、コロ
ナ後は20％減となっている
ことが目標値を大きく下回
る収支率となった。

同路線は、曽根線[有田経由]・
曽根線[波多江経由]・井原山
線の４路線が一部重複したバ
ス路線を形成しているため、曽
根線におけるオンデマンドバス
の導入等を検討することで、ダ
イヤや路線などの見直すこと
により、利便性の向上につなげ
る。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（曽根線波
多江経由）

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップ等情報提供
による啓発等を事業として利便
性利用率向上を目指した。

A

「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発を行った。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

Ｃ

目標収支率39%以上に対し
て、28%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は前年並みで、
利用者数はコロナ過前は前
年並み、コロナ後は30％減
となっていることが目標値
を大きく下回る収支率と
なった。

同路線は、曽根線[有田経由]・
雷山線・井原山線の４路線が
一部重複したバス路線を形成
しているため、曽根線における
オンデマンドバスの導入等を検
討することで、ダイヤや路線な
どの見直すことにより、利便性
の向上につなげる。

昭和自動車株式会社 コミュニティバスの運行（雷山線）

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップ等情報提供
による啓発等を事業として利便
性利用率向上を目指した。

Ｂ

コロナウイルスの影響により
「バス利用促進協議会」を実施
できなかった。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）（案）

コロナウイルスの影響により
「バス利用促進協議会」を実施
できなかった。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

④事業実施の適切性

Ｃ

⑤目標・効果達成状況

陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発、ダイヤなどの見直し
を必要に応じて実施する。

昭和自動車株式会社 コミュニティバスの運行（白糸線） Ｂ

目標収支率34%以上に対し
て、22%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
減少しており、利用者数が
コロナ過前は10％減、コロ
ナ後は40％減となっている
ことが目標値を大きく下回
る収支率となった。

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップ等情報提供
による啓発等を事業として利便
性利用率向上を目指した。

A:目標以上
Ｂ:目標－５％以内
Ｃ:目標－６％以上

A:事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された
B:事業が計画に位置付けられたとおりに実施されていない点があった
C:事業が計画に位置付けられたとおりに実施されなかった
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別添１

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

B

目標収支率42%以上に対し
て、38%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は前年並みで、
利用者数はコロナ過前は前
年並み、コロナ後は30％減
となっていることが目標値
を大きく下回る収支率と
なった。

同路線は、曽根線[波多江経
由]・雷山線・井原山線の４路線
が一部重複したバス路線を形
成しているため、曽根線におけ
るオンデマンドバスの導入等を
検討することで、ダイヤや路線
などの見直すことにより、利便
性の向上につなげる。

昭和自動車株式会社 コミュニティバスの運行（川原線）

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップ等情報提供
による啓発等を事業として利便
性利用率向上を目指した。

A

「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発を行い、利用者の意
見を反映し、バス停を１か所新
設した。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

C

目標収支率42%以上に対し
て、34%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は前年並みで、
利用者数がコロナ過前は
3％割減、コロナ後は35％
減となっていることが目標
値を大きく下回る収支率と
なった。

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発、ダイヤなどの見直し
を必要に応じて実施する。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（曽根線有
田経由）

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップによる情報提
供による啓発等を事業として利
便性利用率向上を目指した。

A

「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発を行った。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

昭和自動車株式会社

目標収支率51%以上に対し
て、29%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
増加しており、利用者数も
コロナ過前は21％減、コロ
ナ後は26％減となっている
ことが目標値を大きく下回
る収支率となった。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（井原山
線）

「バス利用促進協議会」を開催
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発を行った。
公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

A Ｃ

同路線は、曽根線[有田経由]・
曽根線[波多江経由]・雷山線
の４路線が一部重複したバス
路線を形成しているため、曽根
線におけるオンデマンドバスの
導入等を検討することで、ダイ
ヤや路線などの見直すことに
より、利便性の向上につなげ
る。

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を開催
と公共交通マップ等情報提供
による啓発等を事業として利便
性利用率向上を目指した。

目標収支率31%以上に対し
て、16%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
利用者数が営業費用等は
前年並みで、コロナ過前は
10％減、コロナ後は40％減
となっていることが目標値
を大きく下回る収支率と
なった。

コミュニティバスの運行（前原今宿
線）

A

ＪＲ筑肥線への新駅設置に伴
う、利用者による交通手段のシ
フトと渋滞の影響による慢性的
な遅延等を解消するために、ダ
イヤの見直しと、路線の短縮に
ついてR2.10より対応するべく
協議を行った。
ＱＲコード決済「PayPay」を導入
した。

Ｃ

沿線住民への情報提供や利用
啓発を行う。また、路線短縮に
伴う利用状況を検証し、ダイヤ
の見直しなどを検討する。

沿線住民への情報提供や利用
啓発を行う。また、交通渋滞に
よる慢性的な遅延の解決に向
けてダイヤ等の見直しなどを検
討する。
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別添１

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

Ｃ

目標収支率47%以上に対し
て、36%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
減少しており、利用者数が
コロナ過前は10％減、コロ
ナ後は40％減となっている
ことが目標値を大きく下回
る収支率となった。

バス路線を維持していくための
「バス利用促進協議会」を設置
し、沿線住民への情報提供や
利用啓発、ダイヤや路線など
の見直しを必要に応じて実施
する。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（市街地循
環線）

ルートの見直しを行うことによ
り、市中心部における回遊性を
高め、各施設へのアクセス向
上を図る。

Ｃ

本路線のみのルート変更だけ
でなく、他路線も含めた総合的
な見直しが必要であることか
ら、ルート変更は実施せず。
ダイヤの一部変更のみ協議し
た。
ＱＲコード決済「PayPay」を導入
した。

Ｃ

目標収支率27%以上に対し
て、19%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は前年度並み
で、利用者数がコロナ過前
は14％減、コロナ後は69％
減となっていることが目標
値を大きく下回る収支率と
なった。

沿線住民への情報提供や利用
啓発、ダイヤや路線などの見
直しを必要に応じて実施する。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（初深江
線）

公共交通マップ等情報提供に
よる啓発等を事業として利便性
利用率向上を目指した。

A

公共交通マップのＨＰ上での更
新による情報提供とＱＲコード
決済「PayPay」導入による利便
性向上を実施した。

Ｃ

目標収支率99%以上に対し
て、66%であった。目標設定
を収支率の対前年度比3％
増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
増加しており、利用者数が
コロナ過前は８％増、コロナ
後は65％減となっているこ
とが目標値を大きく下回る
収支率となった。

九大の移転完了後の学生や関
係者の利用実態に合わせ、便
数や路線の検討を行い、収支
改善を目指す。

昭和自動車株式会社
コミュニティバスの運行（九大線
泊・油比経由）

公共交通マップ等情報提供に
よる啓発等を事業として利便性
利用率向上を目指し、九大線
の輸送力強化を計画として位
置づけた。

Ｂ

九大線の利用状況を踏まえ、
輸送力強化は実施せず。コロ
ナウイルスの影響により、九州
大学が休校期間中の平日ダイ
ヤを土日祝日ダイヤにて運行
し、祝日における授業実施の
際は平日ダイヤにて運行する
など九州大学と連携し、需要と
経費のバランスを考え運行し
た。

Ｃ

目標収支率86%以上に対し
て、57%であった。
目標設定を収支率の対前
年度比3％増としていた。
営業費用等は昨年度よりも
増加しており、利用者数が
コロナ過前は43％増、コロ
ナ後は54％減となっている
ことが目標値を大きく下回
る収支率となった。

九大の移転完了後の学生や関
係者の利用実態に合わせ、便
数や路線の検討を行い、収支
改善を目指す。

昭和自動車株式会社

コミュニティバスの運行（九大線波
多江経由）
※車両減価償却費等国庫補助あ
り

公共交通マップ等情報提供に
よる啓発等を事業として利便性
利用率向上を目指し、九大線
の輸送力強化を計画として位
置づけた。

Ｂ

九大線の利用状況を踏まえ、
輸送力強化は実施せず。コロ
ナウイルスの影響により、九州
大学が休校期間中の平日ダイ
ヤを土日祝日ダイヤにて運行
し、祝日における授業実施の
際は平日ダイヤにて運行する
など九州大学と連携し、需要と
経費のバランスを考え運行し
た。
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地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　本市の公共交通は、政令市である福岡市への幹線交通である鉄道を軸に、市域内を広範に路線バス、コミュニティ
バスの公共交通機関網が広がっている。
　そのうちの路線バスは、旧前原市と旧志摩町とを結ぶ唯一の公共交通機関であり、旧志摩町本市市街地及び福岡
市とをつなぐ重要な幹線系統バス路線としての役割を果たしている。
コミュニティバスの11路線は、上記の鉄道及び路線バスに接続し、中心市街地と中山間地域等の郊外とを結ぶ支線
（フィーダー路線）としての役割を担い、車を運転できない高齢者等を中心に、通院、買物や通勤・通学といった生活に
必要不可欠な交通として機能し、地域内はもとより地域間を結ぶ公共交通ネットワークが形成されている。
　近年、収支悪化による行政負担が増加し続けており、本市の財政を圧迫している状況であるが、フィーダー路線を廃
止となれば生活を直撃し、市民生活そのものが営めない状況となることから、地域公共交通確保維持事業により、コ
ミュニティバス11路線を確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続させていくことが必要である。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和3年1月29日

協議会名： 糸島市地域公共交通会議

評価対象事業名： 陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）
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糸島市地域公共交通会議 （福岡県糸島市）

概 要

【運行主体】 昭和自動車株式会社

本市の公共交通は、政令市である福岡市への幹線交通である鉄道を軸に、市域
内を広範に路線バス、コミュニティバスの公共交通機関網が広がっている。
そのうちの路線バスは、旧前原市と旧志摩町とを結ぶ唯一の公共交通機関であ
り、旧志摩町、本市市街地及び福岡市とつなぐ重要な幹線系統バス路線としての
役割を果たしている。
コミュニティバスの11路線は、上記の鉄道及び路線バスに接続し、中心市街地と
中山間地域等の郊外とを結ぶ支線（フィーダー路線）としての役割を担い、車を運
転できない高齢者を中心に、通院、買物や通勤・通学といった生活に必要不可欠
な交通として機能している。加えて、フィーダー路線が鉄道及び路線バスに接続す
ることにより、地域内はもとより地域間を結ぶ公共交通ネットワークが形成されて
いる。
近年、中山間地域路線の収支悪化による行政負担が増加し続けており、本市の
財政を圧迫している状況であるが、バス路線が廃止されれば生活を直撃し、市民
生活が営めない状況となることから、地域公共交通確保維持事業により、生活交
通を存続させていくことが必要である。

事業名：令和２年度地域内フィーダー系統

合併状況：平成２２年１月に１市２町（前原市、二丈町、志摩町）が合併
人 口： 102,344人 （令和２年11月末現在）
面 積： 215.70平方キロメートル
過疎地域等指定：なし 高齢化率：29.39％
系 統 数：11系統（内国庫補助10系統）
自治体負担額：H28：64,168千円、 H29：64,659千円、

H30：71,889千円、Ｒ1：75,072千円 ※車両減価償却費等除く
（路線バス・コミュニティバス合計。）
協議会開催数：協議会4回（第24回～第27回）

計画、目標（Ｐｌａｎ）

ネットワーク計画等の取組み（Ｄｏ）

実施状況、目標の達成（Ｃｈｅｃｋ）

今後の課題、対応（Ａｃｔｉｏｎ）

・令和2年10月から一部路線で路線短縮を図り、定時運行の確保、利便性向上に取り組むことと併せて、
収支の改善に取り組んでおり、分かりやすく利用しやすい効率的な公共交通網の構築を目指し、各路線
のルート、ダイヤを見直す。
・バス沿線の校区単位で「バス利用促進協議会」を開催し、行政・交通事業者・地域が一体となった利用
促進や改善策の検討を行い、地域のバス路線は地域住民が乗って維持するという意識の醸成を目指す。
・デマンドバス等新たな交通手段の実証運行を行い、公共交通網の構築に活用する。
・観光面での公共交通の利用者増を図る。

・ネットワーク計画どおり、コミュニティバスの運行を実施し、路線の維持・存続を図った。
・バス沿線校区でバス路線を維持していくための「バス利用促進協議会」を開催し、沿線住民への情報提供や利用啓
発を行うとともに、バス利用者からの要望を踏まえたバスダイヤの見直し、バス停新設、ベンチ設置などを行った。
しかしながら、コロナウイルスの影響により全校区で実施ができなかった。
・「分かりやすく利用しやすい」公共交通を目指し、バス路線図・時刻表等を盛り込んで作成した公共交通ガイドをダイ
ヤ改正等に併せて改定し、ＨＰへ掲載した。
・小学生対象のバスの乗り方教室を実施し、公共交通に親しんでもらう取り組みを行った。

本市は、国道や鉄道沿線で都市化が進む一方で、郊外や中山間地域では過疎化・高齢化が進み、二極化が進行し
ている。今後、超高齢社会の到来が見込まれ、生活交通確保のために公共交通を活性化させる必要があり、拠点が
連携・役割分担する一体性の高い市域を創出するために分かりやすく利用しやすい公共交通ネットワークの形成を目
指している。
上記の実現の為、平成２９年３月に『糸島市地域公共交通網形成計画』を策定し、平成２９年度から３３年度（令和３
年度）の５年計画で交通網整備の為の施策に取り組んでいる。
この計画は、将来のまちづくりの指針となる『糸島市長期総合計画後期基本計画』『糸島市総合戦略』に基づき地域
が目指す将来像を実現させるための公共交通体系の構築に向けた取組みを定めるものである。

○路線別収支目標と実績 （R元年10月～R２年年9月）

基礎データ

・白糸線：34％以上→22％（前年29％）
・雷山線：33％以上→20％（前年22％）
・曽根線波多江経由：39％以上→28％（前年26％）
・曽根線有田経由：42％以上→38％（前年39％）
・井原山線：31％以上→16％（前年22％）
・川原線：42％以上→34％（前年43％）
・前原今宿線：51％以上→29％（前年41％）
・九大線波多江経由：97％以上→47％（前年66％）
・九大線泊・油比経由：78％以上→18％（前年57％）
・初深江線：42％以上→26％（前年36％）
・市街地循環線：26％以上→15％（前年19％）

【愛称】はまぼう号
「はまぼう」は糸島市の花であり、
黄色の可愛らしい花のように市民
に親しまれるバスになるようにと
の願いが込められている。

はまぼう号路線図

全路線において、収支率の目標（対前年度比３％増、一部
５％増）を下回った。利用者数がコロナウイルスの影響により
大幅に減少したことが、収支率が下がった最大の要因である。

10月から3月までは、ＪＲ筑肥線への新駅設置及び九大生
の定住に伴う自転車通学等移動手段のシフト等により前年比
80～99％の乗車率であったが、コロナウイルスの影響で4月
以降は34～75％の乗車率となっている。特に九大線に関して
は、九州大学の休校等による影響が甚大で、4月21％、5月
12％となり、9月はようやく67％となった。
営業経費等の面では、九大線及び前原今宿線に関しては、
営業経費の増加はあるものの、その他路線は前年並みもしく
は前年より経費が削減されている。
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（５）その他

提案１）臨時バスの運行について 

１．運行理由 

  白糸酒造にて【ハネ木まつり】の開催が予定され、以下の理由から臨時バスを運行

したい。 

○例年多くのお客様が来場しており、白糸線運行のみでは対応できない。

○生活路線利用者の利用に支障をきたす。

○コロナ感染症対策として、密を避ける。

○公共交通機関の充実による、飲酒運転防止対策。

２．運行区間 

  前原駅北口から本区（白糸酒造最寄り）の区間。直行便運行 

※既存の白糸線は、前原駅南口から本区を経由し白糸（終点）

３．運行日時 

  令和３年２月２０日（土）～２１日（日） 

  令和３年４月１０日（土）～１１日（日） 

４．便数等 

  １日往路１２便、復路９便（１便あたり１台から５台） 

５．乗車運賃 

  大人２００円、子供１００円 

（５）その他　提案１）臨時バスの運行について



運行時刻 運行台数 運行時刻 運行台数

9時30分 (3台～5台) 12時00分 (1台～3台)

10時00分 (3台～5台) 12時30分 (1台～3台)

10時30分 (3台～5台) 13時00分 (1台～3台)

11時00分 (3台～5台) 13時30分 (1台～3台)

11時30分 (1台～3台) 14時00分 (3台～5台)

11時50分 (1台～3台) 14時30分 (3台～5台)

12時00分 (1台～3台) 15時00分 (3台～5台)

12時30分 (1台～3台) 15時30分 (3台～5台)

13時10分 (1台～3台)

13時30分 (1台～3台)

14時00分 (1台～3台)

14時30分 (1台～3台)

(3台～5台)
16時00分
臨時バス最終

(臨時バス料金大人片道一人２００円)

コミュニティバス(白糸酒造直行)出発時刻表

運行日時(令和3年２月２0日（土）・２１日（日）)　第一弾

運行日時(令和3年４月１0日（土）・１１日（日）)　第二弾

前原駅北口バス停発 本区バス停(白糸酒造前)発

臨時バス及び定期バス料金は共に

大人２００円 子供１００円です。

両替機がございませんのであらかじめ２００円

準備お願い申し上げます。

（５）その他　提案１）臨時バスの運行について



白糸酒造蔵開き臨時バスルート図

前原駅北口バス停⇔本区バス停間

（５）その他　提案１）臨時バスの運行について



糸島市公共交通会議

1

マルチモーダルモビリティサービス「my route」の導入について

（５）その他　提案２）「my route」におけるデジタル乗車券について



１．ルート検索アプリ『 my route 』概要

マルチモーダルモビリティサービス

my route
①マルチモーダルルート検索

独自のルート検索エンジンによる、街に存在する様々な移動手段を

組み合わせた最適なルートを提示

②予約・決済

交通手段やイベント・店舗の予約・決済までを１つのアプリ内で完結

③イベント・スポット情報

地域の特色を取り込んだイベント・店舗情報を提供し、

外出のきっかけ作りや目的地付近での回遊性を向上 2



地域住民

観光客

マイカー

サイクルシェア

タクシー

バス

鉄道・飛行機

駐車場

カーシェア/レンタカー

ショッピング

食・グルメ

イベント/体験

Ｐ

2．ルート検索・決済アプリ『 my route 』①

3



2．ルート検索・決済アプリ『 my route 』②

①ルート検索

移動手段の
組合せ検索が可能

②予約・決済

交通手段の
予約・決済が一部可能

移動先で楽しむ
情報提供が可能

③スポット情報

4



目的

展開エリア

サービス

提供会社

魅力あるルート検索アプリを提供し、

移動利便性の向上と地域活性化に貢献

糸島半島全域

SEEDホールディングス、昭和自動車
※福岡市域は、西鉄様、JR九州様

■スケジュール(予定)
2021年 2月5日 糸島my route サービス開始

3．ルート検索アプリ『 my route 』糸島半島
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４．ルート検索・決済アプリ『 my route 』

糸島my routeで検討中のサービス

デジタル乗車券の販売 コロナ対策おすすめスポット特集

※写真はイメージ

高速付 高速無
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5．デジタルチケットについて

デジタル乗車券の販売（2021年2月5日（金）10時~（予定））
コロナお守りパック付：2021年2月5日~8月末（予定）

高速付 高速無高速バス（いと・しま号）付

①名称：糸島半島1dayフリーパス
（高速バス付）

②対象路線：高速バス（いと・しま号）
糸島市
福岡市西部一般路線

（一般路線詳細）
芥屋・船越・野北線
糸島市コミュニティバス全路線
九大線（糸島）
九大線（学研都市駅⇔大学）
西の浦線、マリノア線

③販売価格：1,800円（小人900円）
④コロナお守りパック付
（2021年2月5日~8月末）

※新型コロナウイルス感染症一時特約
３万円

（国内旅行中または旅行終了後１４日以内）

①名称：糸島半島1dayフリーパス

②対象路線：糸島市
福岡市西部一般路線

（一般路線詳細）
芥屋・船越・野北線
糸島市コミュニティバス全路線
九大線（糸島）
九大線（学研都市駅⇔大学）
西の浦線、マリノア線

③販売価格：1,000円（小人500円）

④コロナお守りパック付
（2021年2月5日~8月末）

※新型コロナウイルス感染症一時特約
３万円

（国内旅行中または旅行終了後１４日以内）

高速バス（いと・しま号）無
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高速バス
（いと・しま号）付

8⑥天神四丁目（乗車のみ）

⑦天神三丁目（乗車のみ）

①天神四丁目（降車のみ）

②中洲（降車のみ）

③博多五町（降車のみ）

④呉服町（降車のみ）

⑤祇園町（降車のみ）

⑥博多バスターミナル

①博多バスターミナル

②祇園町（乗車のみ）

③呉服町（乗車のみ）

④博多五町（乗車のみ）

⑤中洲（乗車のみ）

≪博多・天神→糸島≫ ≪糸島→天神・博多≫

マ リ ノ ア 線

九 州 大 学 線 （ 糸 島 ）

九 州 大 学 線

昭和バス（福岡地区路線図）~my route対象路線～

〇高速バス（いと・しま号）福岡市内バス停

凡例

西 の 浦 線

高 速 バ ス （ い と ・ し ま 号 ）

糸 島 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス

(注意）地下鉄、JRは対象外です。

姪浜駅今宿駅九大学研都市駅周船寺駅筑前前原駅 波多江駅

マリノアシティ

福岡

芥屋

船越

白糸

雷山

観音前 雷山の森

伊都営業所

九州大学（伊都キャンパス）

井原山入口

加布里駅筑前深江駅 糸島高校前駅

二見ヶ浦 西の浦
PALM

BEACH

ざうお本店前

加布里

野北

小戸公園

JA伊都菜彩前
平原古墳入口

博多

バスターミナル

天神四丁目

白

糸

線

雷

山

線

井

原

山

線

川

原

線

曽

根

線

芥

屋

線

船 越 線

桜井

筑前深江駅前

曽根グラウンド

周船寺小前

九大東ゲート

九大伊都協奏館

九大総合グラウンド

伊都国歴史博物館

中洲

前原



高速バス
（いと・しま号）無
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糸 島 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス

マ リ ノ ア 線

高 速 バ ス （ い と ・ し ま 号 ）
※前原⇔加布里・前原⇔伊都営業所 利用可能

昭和バス（福岡地区路線図）~my route対象路線～凡例

九 州 大 学 線

九 州 大 学 線 （ 糸 島 ）

西 の 浦 線

(注意）地下鉄、JRは対象外です。

高速バス（いと・しま号）対象外
※前原⇔加布里・前原⇔伊都営業所利用可

姪浜駅今宿駅九大学研都市駅周船寺駅筑前前原駅 波多江駅

マリノアシティ

福岡

芥屋

船越

白糸

雷山

観音前 雷山の森

伊都営業所

九州大学（伊都キャンパス）

井原山入口

加布里駅筑前深江駅 糸島高校前駅

二見ヶ浦 西の浦
PALM

BEACH

ざうお本店前

加布里

野北

小戸公園

JA伊都菜彩前
平原古墳入口

白

糸

線

雷

山

線

井

原

山

線

川

原

線

曽

根

線

芥

屋

線

船 越 線

桜井

筑前深江駅前

曽根グラウンド

周船寺小前

九大東ゲート

九大伊都協奏館

九大総合グラウンド

伊都国歴史博物館

前原
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